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正解発表

■編集／松江市PTA連合会　会報委員会
■印刷／株式会社谷口印刷

松江三中のここ数年のPTA活動の特徴は、学年行事を3学年合同で行うこと

にあります。

毎年10月の第3日曜日「しまね家庭の日」にプロのアーティストをお招きし

て、体育館でコンサートを行っていただいています。

今年度も10月18日㈰に大人気ブラスバンドBLACK BOTTOM BRASS 

BAND（B.B.B.B.）の皆さんにお越しいただいて熱いトーク＆ライブを繰り広

げていただきました。この他、地元で活躍する松江ニューオリンズ

倶楽部バンドにもご出演していただいての賑やかなコラボステー

ジもあり、子どもたちだけではなく、参加した保護者も手拍子、コー

ルと大盛り上がりでした。最初は手拍子するのも恥ずかしがってい

た多感な年ごろの子どもたちがプロの演奏とトークに引き込まれ

て、最後は大きな声でコールを返したり思い思いに体を動かしてリ

ズムに合わせたり、と変化していく後姿がとても印象的でした。

出演者の皆様にはもちろんのこと、企画・運営をしていただい

た学級PTAの皆様には本当に感謝しています。

3ブロック 第三中学校

4ブロック 第四中学校

松 江 四 中 は 平 成 20年 度

より松江市小中一貫教育モ

デル推進校に指定され、津

田、古志原校区の小中PTA

のOB、OGを含む300名を

超える地域支援ボランティ

ア要員が、学校に設置され

た「四中校区地域支援本部」

を拠点に、それぞれの学校

の垣根を越えて、学校教育やPTA活動を支えています。

本年度も夏休み中の8月にPTA環境厚生部の恒例行

事となる「PTA親子ふれあい奉仕活動」を行い、校庭

や学校周辺の草取りやゴミ拾い、トイレ掃除などを行

いました。緑に囲まれた四中の山はだの草刈りなど、

テクニックを必要とする作業は、教員、PTA、地域ボ

ランティアによる、草刈り機を使っての、まさに「い

ぶし銀」の実力！　毎年2学期はスッキリとした気持

ちでスタートします。

■平成27年度会報委員（ブロック順、敬称略）

黒川　孝二（第一中）

妹尾　英明（法吉小）

狩野　　孝（川津小）

野津　愉一（朝酌小）

千綿　　恵（第三中）

水元　栄子（中央小）

門脇　晃一（第四中）

中谷　雅子（古志原小）

高木　就一（大谷小）

持田　明男（宍道小）

木村　　忍（鹿島中）

高橋　敏子（大野小）

小畑　浩司（八雲小）

石倉　昭和（八雲小）

石松　俊之（出雲郷小）

岩田　一平（八束学園）

江角　佳昭（本庄小）

BAND（B.B.B.B.）の皆さんにお越しいただいて熱いトーク＆ライブを繰り広

まつえ天神川学園

中央の「天」は天神川の天。「松」は松江の松と雑賀小の校章の常磐の松。
後ろの天神川は3つの学校を表し、三中のシンボルカラー濃紺を取り入れている。
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会報委員長を受けた時には、「本当に自分が出来るの
か？」、「自分で大丈夫かな？」と、不安でしたが、会報委
員の皆様のお力添えにより、1年間務めることが出来ました。

発行にあたっては委員の皆様から多くの意見やアイディアを頂き、皆様の
ご協力のおかげだと感謝しております。

他校のPTA活動を少しでも知っていただこうと、2回ともPTA活動につい
て紹介していますので、今後の単Pの活動の参考になればと思います。

委員の皆様をはじめご協力を頂きました皆様に御礼を申し上げます。
1年間有難うございました。 （会報委員長　小畑浩司）

シンボルマーク

津田古志原夢きぼう学園

「夢」「きぼう」の意味

を込めた「虹」がかか

る学園のもとで、3

校津田・古志原・四中

を表す子どもたちが

「手をつないでいる」

デザイン。

シンボ
ルマー

ク

中央小、雑賀小、三中

津田小、古志原
小、四中

昨年の11月8日㈰に第45回日本PTA中国ブロック研究大会島根県出雲大会
が、島根県立体育館 カミアリーナで開催されました。「育まこい！ 家庭・学校・
地域の縁」を大会スローガンに、三校のPTAによる実践発表、「子どもの能力を
伸ばす体づくり」と題した奥村孝治氏の記念講演がありました。

奥村氏はイチロー選手が210安打を達成した時の専属打撃投手を務めていた
ことから、当時のイチロー選手のこと等を話され、中でも印象に残った言葉は
夢と目標の違いで、「夢は達成できないもの、目標は日々変わるもの」と言われ
ました。

夢をもつことの大切さ、日々の努力の大切さを伝えたいと思いました。
会報委員長　小畑浩司

松江市PTA連合会
研 修 会 開 催
この度、松江市PTA連合会研修会を開

催するにあたり、各ブロック理事様をは
じめ、各単位PTA会長様やPTA会員の

皆様には、多大なるご支援、ご協力をいただき誠にありがとうございました。約
1,000名の方々にご参加いただき、盛大に研修会を開くことができました。

さて、日本でただ一人のチベット人歌手“バイマー  
ヤンジン氏”をお招きし、「輝いて生きる  ～夢は実
現するためにある～」というテーマでご講演をいただ
きました。ご参加された方の中には、ヤンジンさん
のお話に共感し、涙された方も多かったのではないで
しょうか。感じられたことは様々であったと思います
が、“親として今何が必要なのか？”という我々主催
者側の問いに対して、何らかの答えを持って帰っていただけたものと手応えを
感じております。ぜひその思いを多くの方と共有していただき、これからの“子
育て”や“親育ち”に活かしていただければ幸いです。

最後にこの研修会を企画・運営していただいた3ブロックの皆様、アトラク
ションで会場を盛り上げていただいた松江三中吹奏楽部、YOITANBO-Z、松
江市親楽ファシリテーターの皆様にも心より感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。 研修委員長　名目良明利

今年度、いやここ近年で最も大きな事業が1月31日くにびき

メッセで開催した、バイマーヤンジンさんを迎えての講演会で

あった。1,000人近い方にヤンジンさんの話を聞いてもらった

が、欲を言えばもっともっと多くの方々に話を聞いてほしかっ

た。ヤンジンさんの終盤の話の中で、「変えるのは自分の行動」

とあった。本会でも様々な課題があるが、なかなか具体的な行

動に移っていないのが現状である。

本会もそうであるが、単位PTAはどうだろうか？課題を把握

しそれを解決するために、目的を明確にし、その手段として事

業を行っているだろうか？　多くは出来ていないのが現状であ

ると思う。今後、PTA、学校、地域がそれぞれの果たす役割を

明確にしながら、目的達成の為に連携協力し活動する必要があ

ると思う。

人を変えることは難しいが、自分自身は今すぐ変わる事が出

来る。そんな、PTAとなる様に願いたい。

松江市PTA連合会　会長　池田知弘

優良PTA文部科学大臣表彰
この度、私たち

大 庭 小 学 校 PT A
は平成27年度優
良PTA文 部 科 学
大臣表彰を受賞さ
せていただくこと
ができました。保護者の皆様・教職員の皆様・
地域の皆様のご尽力により、また大庭小PTAの
礎を築いてこられました諸先輩方、松江市PTA
連合会の皆様のご助言を賜りながら活動を進め
てきた結果であり、心より感謝を申し上げます。

私たちは今後も愛する「大庭っ子」のために、
楽しく和気あいあいと活動を進めてまいりたいと
思いますので、引き続き皆様のご理解とご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

大庭小学校PTA　会長　佐々木　元

第37回全国小・中学校PTA広報誌コンクール
特別賞（写真賞）

この度、津田小学校広報誌
「まつばら」が受賞いたしま
した。これも生き生きとした
子どもたちの表情を作り出せ
る環境と、広報誌作成に協力

してくださる保護者の皆さんの理解と行動あっ
ての受賞と思い大変感謝しております。しかし、
残念ながら島根県の広報誌に係る関心と、コン
クールへの出品率は低いと聞いております。こ
れを機に、多くの学校が参加され、広報誌活動
の活性につながればと思います。みなさんの学
校の広報誌を是非じっくりと読んでみてくださ
い。

津田小学校PTA広報部　部長　森山　幸

催するにあたり、各ブロック理事様をは
じめ、各単位PTA会長様やPTA会員の

今年度を振り返って

受賞おめでとうございます第45回日本PTA中国ブロック研究大会 島根県出雲大会



2 3 4

法吉小学校はPTAではなく保護者と教師の会、『保

教の会』といいます。活動内容の多くは他の学校の

PTAと同様であり、子どもたちの学校生活が楽しい

ものになるようサポートしています。今回はその中

でも、毎年恒例になっている活動の一つを紹介した

いと思います。

毎年秋に全校児童による『音楽発表会』があります。

毎年保教の会からも執行部が中心となって保護者や

先生など有志が集まり『おとな合唱部』を結成して

参加しています。年々コーラスだけでなく寸劇など

も織り交ぜ、子どもも大人も楽しい時間を過ごして

います。子どもたちからも毎年楽しみにしていると

の声もあり、今から来年のネタを悩んでいる保教の

会副会長であります(笑)。

大谷小学校は、車で松江市から約20分、玉造温泉から

5分のところにあります。豊かな自然の中にぬくもりの

ある木造校舎と新しい体育館が建っています。児童数は

18名、全学年複式学級編成の小さな学校ではあります

が、温かく教育熱心な地域の方々に支えられ、開校以来

140年近い歴史を持った学校です。

米づくりや餅つき会、地区運動会など地域の方々との

交流や体験活動、自然とのふれあいを通した教育活動が

行われるとともに子どもたちの豊かな感性を育むために

読書活動にも力を入れています。

さらに、幼稚園も併設されているため、幼小の連携も

強く、運動会や幼小合同キャンプなどの合同行事も多く

あります。

八束学園は、2011

年より小中一貫校と

なりました。9学年制

が導入されました。八

束学園の見どころは

春になると咲きほこ

る桜の木です。観光ス

ポットにもなってお

ります。

PTA活動としては、1～9学年の保護者によるPTAバレーが、

あります。小中学校対抗の為学年関係なく保護者同士が競い日

頃あまり交流のない先生方や保護者達がスポーツを通してのい

こいの場ともなり盛り上がります。昨年度の優勝は1年生の保

護者でした。

その他の活動として、牡丹農園を作り地域の方と、学園生ボ

ランティアを募り牡丹の栽培をし8年生が、その牡丹を修学旅

行へ持って行き販売しております。

小中一貫校として、これからも、PTA活動を通して子ども達

を支えていきたいと思います。

平成28年1月10日㈰、

出雲郷小学校校庭におい

て、「とんど祭り」を開

催しました。これは、学

校を始め、出雲郷公民館、

出雲郷小学校PTAが共同

で開催するものです。以

前は地区毎に開催してい

ましたが、担い手不足や周辺の宅地化進展等に

より年々開催が困難になる中で、小学校の校庭

を借りて共同開催するようになり、10年以上が

経過し、地域の伝統行事として定着しています。

天候にも恵まれ、しめ縄等に点火後、勢いよ

く炎が立ち上り大勢の方が見守りました。また、

餅つきを行ったり鼕太鼓が披露されたりし、新

年早々大変賑やかな催し物となりました。

PTA役員としてかかわりを持てたことに感謝

しつつ、継承されていくことを願いながら爽や

かな新年のスタートとなりました。

大野小学校は、松江市

の西の端にある小学校で

す。現在児童数は56人で、

今年度は3、4年生の複式

学級がスタートしました。

大野小学校のPTA活動

は、社会部、生活部、研

修部で構成され、保護者

数の少ない中、様々な活

動を行っています。

夏休みのPTA環境整備作業では、子どもたち、保護者、

教職員、地域の方々が協力し合って校舎内外の草刈り、

草取り、溝掃除や窓拭きなどを行いました。草集めや学

級菜園の手入れなど子どもたちの一生懸命働く姿が気持

ちよく、保護者も子どもたちのより良い学びの場をつく

るお手伝いに奮闘しました。保護者、学校、地域が一体

となって子どもたちを見守り、支える活動を行っていま

す。

川津小学校PTAでは、毎

年秋に「ファミリーフェス

タ」を開催しています。今

年度も「安心してください、

楽しめますよ！」を合い

言葉に、小学校の体育館で

プラバンづくり、スーパー

ボールすくい、縄跳び大会、

ポップコーン販売、バザー

等の催しを親子で楽しみま

した。

オープニングでは、川津

Jrブラスバンドの演奏の後に、奥出雲町の亀嵩地区で活動し

ておられる「亀楽会」の皆さんの素敵な影絵を鑑賞しました。 

その後で、昨年惨敗した校長先生からの希望により、校長

先生  vs  PTA会長の公開縄跳び対決に…。腰痛の会長に代

わって急遽出場した、膝に溜まる水が気になる年頃の副会長

を破った校長先生が見事にリベンジ？を果たしたのでした。

1ブロック 法吉小学校 5ブロック 大谷小学校

2ブロック 川津小学校 6ブロック 大野小学校 8ブロック 八束学園

7ブロック 出雲郷小学校

玉湯まがたま学園

「玉湯」の文字
と「まが

たま」で学園名を
表し、

地域のシンボル
である

「桜」を取り入れ
たデザ

イン。3つのまが
たまは、

保幼・小・中を表す
。

シンボ
ルマー

ク

湖北白鳥学園

湖北地区の豊かに実る稲穂で地域の特色を表し、宍道湖を元気に羽ばたく白鳥の様子から、元気に育つ子どもの姿をイメージしている。

シンボルマー
ク

ましたが、担い手不足や周辺の宅地化進展等に

ほっとハート東出雲学園 

地域や保護者を表
す大き

いハートが子ども
を表す

小さいハートを
抱き、見

守っている姿をデ
ザイン

化したもの。ハー
トと笑

顔、「HOT」の声が
温かい

学園を表している
。

八束学園

牡丹の花の中に、「八束」の二文字を円形にデザインし、中央の「束」の文字は、小中一貫校である八束学園の「小」「中」と、大根島の「大」、八束の「八」の文字が隠れている。

シンボ
ルマー

ク

シンボルマー
ク

法吉小学校はPTAではなく保護者と教師の会、『保

法吉小学校

千鳥の杜学園

一中の校章を表す
リボ

ンの上に4つの小
学校

を表す4羽の千鳥
が向

き合う。千鳥の色
は各

小学校のスクー
ルカ

ラー。一中を中心
とし

た方角で鳥を配
置。リ

ボンの外は千鳥城
の松

を表す。

シンボ
ルマー

ク

内中原小、城北
小、法吉小、生馬

小、一中

玉湯小、大谷小
、玉湯中

古江小、大野小、秋鹿小、湖北中

出雲郷小、揖屋
小、意東小、東出

雲中

八束小、八束中嵩の杜学園

嵩山を表す「山」の
字

の上に二中校区の
各

学校名を配置し
、そ

の上に「太陽」を
書

き、暖かい太陽の
光

を受ける嵩の杜学
園

を表す。

シンボ
ルマー

ク

母衣小、川津小
、持田小、朝酌小

、二中
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法吉小学校はPTAではなく保護者と教師の会、『保

教の会』といいます。活動内容の多くは他の学校の

PTAと同様であり、子どもたちの学校生活が楽しい

ものになるようサポートしています。今回はその中

でも、毎年恒例になっている活動の一つを紹介した

いと思います。

毎年秋に全校児童による『音楽発表会』があります。

毎年保教の会からも執行部が中心となって保護者や

先生など有志が集まり『おとな合唱部』を結成して

参加しています。年々コーラスだけでなく寸劇など

も織り交ぜ、子どもも大人も楽しい時間を過ごして

います。子どもたちからも毎年楽しみにしていると

の声もあり、今から来年のネタを悩んでいる保教の

会副会長であります(笑)。

大谷小学校は、車で松江市から約20分、玉造温泉から

5分のところにあります。豊かな自然の中にぬくもりの

ある木造校舎と新しい体育館が建っています。児童数は

18名、全学年複式学級編成の小さな学校ではあります

が、温かく教育熱心な地域の方々に支えられ、開校以来

140年近い歴史を持った学校です。

米づくりや餅つき会、地区運動会など地域の方々との

交流や体験活動、自然とのふれあいを通した教育活動が

行われるとともに子どもたちの豊かな感性を育むために

読書活動にも力を入れています。

さらに、幼稚園も併設されているため、幼小の連携も

強く、運動会や幼小合同キャンプなどの合同行事も多く

あります。

八束学園は、2011

年より小中一貫校と

なりました。9学年制

が導入されました。八

束学園の見どころは

春になると咲きほこ

る桜の木です。観光ス

ポットにもなってお

ります。

PTA活動としては、1～9学年の保護者によるPTAバレーが、

あります。小中学校対抗の為学年関係なく保護者同士が競い日

頃あまり交流のない先生方や保護者達がスポーツを通してのい

こいの場ともなり盛り上がります。昨年度の優勝は1年生の保

護者でした。

その他の活動として、牡丹農園を作り地域の方と、学園生ボ

ランティアを募り牡丹の栽培をし8年生が、その牡丹を修学旅

行へ持って行き販売しております。

小中一貫校として、これからも、PTA活動を通して子ども達

を支えていきたいと思います。

平成28年1月10日㈰、

出雲郷小学校校庭におい

て、「とんど祭り」を開

催しました。これは、学

校を始め、出雲郷公民館、

出雲郷小学校PTAが共同

で開催するものです。以

前は地区毎に開催してい

ましたが、担い手不足や周辺の宅地化進展等に

より年々開催が困難になる中で、小学校の校庭

を借りて共同開催するようになり、10年以上が

経過し、地域の伝統行事として定着しています。

天候にも恵まれ、しめ縄等に点火後、勢いよ

く炎が立ち上り大勢の方が見守りました。また、

餅つきを行ったり鼕太鼓が披露されたりし、新

年早々大変賑やかな催し物となりました。

PTA役員としてかかわりを持てたことに感謝

しつつ、継承されていくことを願いながら爽や

かな新年のスタートとなりました。

大野小学校は、松江市

の西の端にある小学校で

す。現在児童数は56人で、

今年度は3、4年生の複式

学級がスタートしました。

大野小学校のPTA活動

は、社会部、生活部、研

修部で構成され、保護者

数の少ない中、様々な活

動を行っています。

夏休みのPTA環境整備作業では、子どもたち、保護者、

教職員、地域の方々が協力し合って校舎内外の草刈り、

草取り、溝掃除や窓拭きなどを行いました。草集めや学

級菜園の手入れなど子どもたちの一生懸命働く姿が気持

ちよく、保護者も子どもたちのより良い学びの場をつく

るお手伝いに奮闘しました。保護者、学校、地域が一体

となって子どもたちを見守り、支える活動を行っていま

す。

川津小学校PTAでは、毎

年秋に「ファミリーフェス

タ」を開催しています。今

年度も「安心してください、

楽しめますよ！」を合い

言葉に、小学校の体育館で

プラバンづくり、スーパー

ボールすくい、縄跳び大会、

ポップコーン販売、バザー

等の催しを親子で楽しみま

した。

オープニングでは、川津

Jrブラスバンドの演奏の後に、奥出雲町の亀嵩地区で活動し

ておられる「亀楽会」の皆さんの素敵な影絵を鑑賞しました。 

その後で、昨年惨敗した校長先生からの希望により、校長

先生  vs  PTA会長の公開縄跳び対決に…。腰痛の会長に代

わって急遽出場した、膝に溜まる水が気になる年頃の副会長

を破った校長先生が見事にリベンジ？を果たしたのでした。

1ブロック 法吉小学校 5ブロック 大谷小学校

2ブロック 川津小学校 6ブロック 大野小学校 8ブロック 八束学園
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「玉湯」の文字
と「まが

たま」で学園名を
表し、

地域のシンボル
である

「桜」を取り入れ
たデザ

イン。3つのまが
たまは、

保幼・小・中を表す
。

シンボ
ルマー

ク

湖北白鳥学園

湖北地区の豊かに実る稲穂で地域の特色を表し、宍道湖を元気に羽ばたく白鳥の様子から、元気に育つ子どもの姿をイメージしている。

シンボルマー
ク

ましたが、担い手不足や周辺の宅地化進展等に

ほっとハート東出雲学園 

地域や保護者を表
す大き

いハートが子ども
を表す

小さいハートを
抱き、見

守っている姿をデ
ザイン

化したもの。ハー
トと笑

顔、「HOT」の声が
温かい

学園を表している
。

八束学園

牡丹の花の中に、「八束」の二文字を円形にデザインし、中央の「束」の文字は、小中一貫校である八束学園の「小」「中」と、大根島の「大」、八束の「八」の文字が隠れている。
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千鳥の杜学園
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ンの上に4つの小
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を表す4羽の千鳥
が向

き合う。千鳥の色
は各

小学校のスクー
ルカ

ラー。一中を中心
とし

た方角で鳥を配
置。リ
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の松
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嵩山を表す「山」の
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の上に二中校区の
各

学校名を配置し
、そ

の上に「太陽」を
書

き、暖かい太陽の
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年度も「安心してください、

楽しめますよ！」を合い

言葉に、小学校の体育館で

プラバンづくり、スーパー

ボールすくい、縄跳び大会、

ポップコーン販売、バザー

等の催しを親子で楽しみま

した。

オープニングでは、川津

Jrブラスバンドの演奏の後に、奥出雲町の亀嵩地区で活動し

ておられる「亀楽会」の皆さんの素敵な影絵を鑑賞しました。 

その後で、昨年惨敗した校長先生からの希望により、校長

先生  vs  PTA会長の公開縄跳び対決に…。腰痛の会長に代

わって急遽出場した、膝に溜まる水が気になる年頃の副会長
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編集後記

シンボルマーククイズ

嵩の杜学園

まつえ天神川学園

津田古志原夢きぼう学園

玉湯まがたま学園

湖北白鳥学園

ほっとハート東出雲学園

八束学園

千鳥の杜学園 1

Symbol mark quiz

2

3

4

5

6

7

8

A

B

C

D

E

F

G

H
シンボルマーククイズ

1 － C
2－ H
3－ E
4－ G

5－ B
6－ A
7－ D
8－ F

正解発表

■編集／松江市PTA連合会　会報委員会
■印刷／株式会社谷口印刷

松江三中のここ数年のPTA活動の特徴は、学年行事を3学年合同で行うこと

にあります。

毎年10月の第3日曜日「しまね家庭の日」にプロのアーティストをお招きし

て、体育館でコンサートを行っていただいています。

今年度も10月18日㈰に大人気ブラスバンドBLACK BOTTOM BRASS 

BAND（B.B.B.B.）の皆さんにお越しいただいて熱いトーク＆ライブを繰り広

げていただきました。この他、地元で活躍する松江ニューオリンズ

倶楽部バンドにもご出演していただいての賑やかなコラボステー

ジもあり、子どもたちだけではなく、参加した保護者も手拍子、コー

ルと大盛り上がりでした。最初は手拍子するのも恥ずかしがってい

た多感な年ごろの子どもたちがプロの演奏とトークに引き込まれ

て、最後は大きな声でコールを返したり思い思いに体を動かしてリ

ズムに合わせたり、と変化していく後姿がとても印象的でした。

出演者の皆様にはもちろんのこと、企画・運営をしていただい

た学級PTAの皆様には本当に感謝しています。

3ブロック 第三中学校

4ブロック 第四中学校

松 江 四 中 は 平 成20年 度

より松江市小中一貫教育モ

デル推進校に指定され、津

田、古志原校区の小中PTA

のOB、OGを含む300名を

超える地域支援ボランティ

ア要員が、学校に設置され

た「四中校区地域支援本部」

を拠点に、それぞれの学校

の垣根を越えて、学校教育やPTA活動を支えています。

本年度も夏休み中の8月にPTA環境厚生部の恒例行

事となる「PTA親子ふれあい奉仕活動」を行い、校庭

や学校周辺の草取りやゴミ拾い、トイレ掃除などを行

いました。緑に囲まれた四中の山はだの草刈りなど、

テクニックを必要とする作業は、教員、PTA、地域ボ

ランティアによる、草刈り機を使っての、まさに「い

ぶし銀」の実力！　毎年2学期はスッキリとした気持

ちでスタートします。

■平成27年度会報委員（ブロック順、敬称略）

黒川　孝二（第一中）

妹尾　英明（法吉小）

狩野　　孝（川津小）

野津　愉一（朝酌小）

千綿　　恵（第三中）

水元　栄子（中央小）

門脇　晃一（第四中）

中谷　雅子（古志原小）

高木　就一（大谷小）

持田　明男（宍道小）

木村　　忍（鹿島中）

高橋　敏子（大野小）

小畑　浩司（八雲小）

石倉　昭和（八雲小）

石松　俊之（出雲郷小）

岩田　一平（八束学園）

江角　佳昭（本庄小）

BAND（B.B.B.B.）の皆さんにお越しいただいて熱いトーク＆ライブを繰り広

まつえ天神川学園

中央の「天」は天神川の天。「松」は松江の松と雑賀小の校章の常磐の松。
後ろの天神川は3つの学校を表し、三中のシンボルカラー濃紺を取り入れている。

1
〜
8
の
学
園
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

A
〜
H
か
ら
選
ん
で
、
線
で
結
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

答
え
は
中
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

Q

会報委員長を受けた時には、「本当に自分が出来るの
か？」、「自分で大丈夫かな？」と、不安でしたが、会報委
員の皆様のお力添えにより、1年間務めることが出来ました。

発行にあたっては委員の皆様から多くの意見やアイディアを頂き、皆様の
ご協力のおかげだと感謝しております。

他校のPTA活動を少しでも知っていただこうと、2回ともPTA活動につい
て紹介していますので、今後の単Pの活動の参考になればと思います。

委員の皆様をはじめご協力を頂きました皆様に御礼を申し上げます。
1年間有難うございました。 （会報委員長　小畑浩司）

シンボルマーク

津田古志原夢きぼう学園

「夢」「きぼう」の意味

を込めた「虹」がかか

る学園のもとで、3

校津田・古志原・四中

を表す子どもたちが

「手をつないでいる」

デザイン。

シンボ
ルマー

ク

中央小、雑賀小、三中

津田小、古志原
小、四中

昨年の11月8日㈰に第45回日本PTA中国ブロック研究大会島根県出雲大会
が、島根県立体育館 カミアリーナで開催されました。「育まこい！ 家庭・学校・
地域の縁」を大会スローガンに、三校のPTAによる実践発表、「子どもの能力を
伸ばす体づくり」と題した奥村孝治氏の記念講演がありました。

奥村氏はイチロー選手が210安打を達成した時の専属打撃投手を務めていた
ことから、当時のイチロー選手のこと等を話され、中でも印象に残った言葉は
夢と目標の違いで、「夢は達成できないもの、目標は日々変わるもの」と言われ
ました。

夢をもつことの大切さ、日々の努力の大切さを伝えたいと思いました。
会報委員長　小畑浩司

松江市PTA連合会
研 修 会 開 催
この度、松江市PTA連合会研修会を開

催するにあたり、各ブロック理事様をは
じめ、各単位PTA会長様やPTA会員の

皆様には、多大なるご支援、ご協力をいただき誠にありがとうございました。約
1,000名の方々にご参加いただき、盛大に研修会を開くことができました。

さて、日本でただ一人のチベット人歌手“バイマー  
ヤンジン氏”をお招きし、「輝いて生きる  ～夢は実
現するためにある～」というテーマでご講演をいただ
きました。ご参加された方の中には、ヤンジンさん
のお話に共感し、涙された方も多かったのではないで
しょうか。感じられたことは様々であったと思います
が、“親として今何が必要なのか？”という我々主催
者側の問いに対して、何らかの答えを持って帰っていただけたものと手応えを
感じております。ぜひその思いを多くの方と共有していただき、これからの“子
育て”や“親育ち”に活かしていただければ幸いです。

最後にこの研修会を企画・運営していただいた3ブロックの皆様、アトラク
ションで会場を盛り上げていただいた松江三中吹奏楽部、YOITANBO-Z、松
江市親楽ファシリテーターの皆様にも心より感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。 研修委員長　名目良明利

今年度、いやここ近年で最も大きな事業が1月31日くにびき

メッセで開催した、バイマーヤンジンさんを迎えての講演会で

あった。1,000人近い方にヤンジンさんの話を聞いてもらった

が、欲を言えばもっともっと多くの方々に話を聞いてほしかっ

た。ヤンジンさんの終盤の話の中で、「変えるのは自分の行動」

とあった。本会でも様々な課題があるが、なかなか具体的な行

動に移っていないのが現状である。

本会もそうであるが、単位PTAはどうだろうか？課題を把握

しそれを解決するために、目的を明確にし、その手段として事

業を行っているだろうか？　多くは出来ていないのが現状であ

ると思う。今後、PTA、学校、地域がそれぞれの果たす役割を

明確にしながら、目的達成の為に連携協力し活動する必要があ

ると思う。

人を変えることは難しいが、自分自身は今すぐ変わる事が出

来る。そんな、PTAとなる様に願いたい。

松江市PTA連合会　会長　池田知弘

優良PTA文部科学大臣表彰
この度、私たち

大 庭 小 学 校 PTA
は平成27年度優
良PTA文 部 科 学
大臣表彰を受賞さ
せていただくこと
ができました。保護者の皆様・教職員の皆様・
地域の皆様のご尽力により、また大庭小PTAの
礎を築いてこられました諸先輩方、松江市PTA
連合会の皆様のご助言を賜りながら活動を進め
てきた結果であり、心より感謝を申し上げます。

私たちは今後も愛する「大庭っ子」のために、
楽しく和気あいあいと活動を進めてまいりたいと
思いますので、引き続き皆様のご理解とご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

大庭小学校PTA　会長　佐々木　元

第37回全国小・中学校PTA広報誌コンクール
特別賞（写真賞）

この度、津田小学校広報誌
「まつばら」が受賞いたしま
した。これも生き生きとした
子どもたちの表情を作り出せ
る環境と、広報誌作成に協力

してくださる保護者の皆さんの理解と行動あっ
ての受賞と思い大変感謝しております。しかし、
残念ながら島根県の広報誌に係る関心と、コン
クールへの出品率は低いと聞いております。こ
れを機に、多くの学校が参加され、広報誌活動
の活性につながればと思います。みなさんの学
校の広報誌を是非じっくりと読んでみてくださ
い。

津田小学校PTA広報部　部長　森山　幸

催するにあたり、各ブロック理事様をは
じめ、各単位PTA会長様やPTA会員の

今年度を振り返って

受賞おめでとうございます第45回日本PTA中国ブロック研究大会 島根県出雲大会
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編集後記

シンボルマーククイズ

嵩の杜学園

まつえ天神川学園

津田古志原夢きぼう学園

玉湯まがたま学園

湖北白鳥学園

ほっとハート東出雲学園

八束学園
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正解発表

■編集／松江市PTA連合会　会報委員会
■印刷／株式会社谷口印刷

松江三中のここ数年のPTA活動の特徴は、学年行事を3学年合同で行うこと

にあります。

毎年10月の第3日曜日「しまね家庭の日」にプロのアーティストをお招きし

て、体育館でコンサートを行っていただいています。

今年度も10月18日㈰に大人気ブラスバンドBLACK BOTTOM BRASS 

BAND（B.B.B.B.）の皆さんにお越しいただいて熱いトーク＆ライブを繰り広

げていただきました。この他、地元で活躍する松江ニューオリンズ

倶楽部バンドにもご出演していただいての賑やかなコラボステー

ジもあり、子どもたちだけではなく、参加した保護者も手拍子、コー

ルと大盛り上がりでした。最初は手拍子するのも恥ずかしがってい

た多感な年ごろの子どもたちがプロの演奏とトークに引き込まれ

て、最後は大きな声でコールを返したり思い思いに体を動かしてリ
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3ブロック 第三中学校

4ブロック 第四中学校

松 江 四 中 は 平 成 20年 度

より松江市小中一貫教育モ

デル推進校に指定され、津

田、古志原校区の小中PTA

のOB、OGを含む300名を

超える地域支援ボランティ

ア要員が、学校に設置され

た「四中校区地域支援本部」

を拠点に、それぞれの学校

の垣根を越えて、学校教育やPTA活動を支えています。

本年度も夏休み中の8月にPTA環境厚生部の恒例行

事となる「PTA親子ふれあい奉仕活動」を行い、校庭
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ぶし銀」の実力！　毎年2学期はスッキリとした気持

ちでスタートします。

■平成27年度会報委員（ブロック順、敬称略）

黒川　孝二（第一中）

妹尾　英明（法吉小）

狩野　　孝（川津小）
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木村　　忍（鹿島中）

高橋　敏子（大野小）
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岩田　一平（八束学園）

江角　佳昭（本庄小）
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ご協力のおかげだと感謝しております。

他校のPTA活動を少しでも知っていただこうと、2回ともPTA活動につい
て紹介していますので、今後の単Pの活動の参考になればと思います。

委員の皆様をはじめご協力を頂きました皆様に御礼を申し上げます。
1年間有難うございました。 （会報委員長　小畑浩司）
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伸ばす体づくり」と題した奥村孝治氏の記念講演がありました。

奥村氏はイチロー選手が210安打を達成した時の専属打撃投手を務めていた
ことから、当時のイチロー選手のこと等を話され、中でも印象に残った言葉は
夢と目標の違いで、「夢は達成できないもの、目標は日々変わるもの」と言われ
ました。

夢をもつことの大切さ、日々の努力の大切さを伝えたいと思いました。
会報委員長　小畑浩司
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催するにあたり、各ブロック理事様をは
じめ、各単位PTA会長様やPTA会員の

皆様には、多大なるご支援、ご協力をいただき誠にありがとうございました。約
1,000名の方々にご参加いただき、盛大に研修会を開くことができました。

さて、日本でただ一人のチベット人歌手“バイマー  
ヤンジン氏”をお招きし、「輝いて生きる  ～夢は実
現するためにある～」というテーマでご講演をいただ
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のお話に共感し、涙された方も多かったのではないで
しょうか。感じられたことは様々であったと思います
が、“親として今何が必要なのか？”という我々主催
者側の問いに対して、何らかの答えを持って帰っていただけたものと手応えを
感じております。ぜひその思いを多くの方と共有していただき、これからの“子
育て”や“親育ち”に活かしていただければ幸いです。

最後にこの研修会を企画・運営していただいた3ブロックの皆様、アトラク
ションで会場を盛り上げていただいた松江三中吹奏楽部、YOITANBO-Z、松
江市親楽ファシリテーターの皆様にも心より感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。 研修委員長　名目良明利

今年度、いやここ近年で最も大きな事業が1月31日くにびき

メッセで開催した、バイマーヤンジンさんを迎えての講演会で

あった。1,000人近い方にヤンジンさんの話を聞いてもらった

が、欲を言えばもっともっと多くの方々に話を聞いてほしかっ

た。ヤンジンさんの終盤の話の中で、「変えるのは自分の行動」

とあった。本会でも様々な課題があるが、なかなか具体的な行

動に移っていないのが現状である。

本会もそうであるが、単位PTAはどうだろうか？課題を把握

しそれを解決するために、目的を明確にし、その手段として事

業を行っているだろうか？　多くは出来ていないのが現状であ

ると思う。今後、PTA、学校、地域がそれぞれの果たす役割を

明確にしながら、目的達成の為に連携協力し活動する必要があ

ると思う。

人を変えることは難しいが、自分自身は今すぐ変わる事が出

来る。そんな、PTAとなる様に願いたい。

松江市PTA連合会　会長　池田知弘
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地域の皆様のご尽力により、また大庭小PTAの
礎を築いてこられました諸先輩方、松江市PTA
連合会の皆様のご助言を賜りながら活動を進め
てきた結果であり、心より感謝を申し上げます。

私たちは今後も愛する「大庭っ子」のために、
楽しく和気あいあいと活動を進めてまいりたいと
思いますので、引き続き皆様のご理解とご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

大庭小学校PTA　会長　佐々木　元

第37回全国小・中学校PTA広報誌コンクール
特別賞（写真賞）

この度、津田小学校広報誌
「まつばら」が受賞いたしま
した。これも生き生きとした
子どもたちの表情を作り出せ
る環境と、広報誌作成に協力

してくださる保護者の皆さんの理解と行動あっ
ての受賞と思い大変感謝しております。しかし、
残念ながら島根県の広報誌に係る関心と、コン
クールへの出品率は低いと聞いております。こ
れを機に、多くの学校が参加され、広報誌活動
の活性につながればと思います。みなさんの学
校の広報誌を是非じっくりと読んでみてくださ
い。

津田小学校PTA広報部　部長　森山　幸

催するにあたり、各ブロック理事様をは
じめ、各単位PTA会長様やPTA会員の
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